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学年だより  

5 
C R E A T I V E 

    第17 号  令和2 年7 月3 日 

●探究学習の到達点のひとつを確認しよう。 

 

 

 

〇参考文献の記載例  ★このサンプル画像の出典を、記載するとこうなります！ 

 

水戸直和．2013. 日本人高校生に対する「チャンク」の認知的指導．北海道研究大会発表予稿集．東京：全国英語教育学会．434-435 

著者名  発行年  論文や記事のタイトル               書籍や雑誌名       出版元名と出版地      該当ページ 

探究活動の成果はプレゼンやポスターセッションで発表をします。それと同時に、その概

要をまとめた「予稿集」を作成するのが通例です。今回はその一例を見てみましょう。 

なお、ダミー見本を作成することや、他の方の記事を利用することはひと手間ですの

で、今回は、お恥ずかしながら、水戸が以前作成したものをサンプルとして提示します

（学会や研究分野により形式は異なりますが、一例としてみてください）。  （水戸） 

探究活動の「予稿集」を見てみよう 

今、何ができるか。何をすべきか  

【キーワード】               
論文の最初にキーワードを書きます。読み

手や聞き手はこれを見て、内容をおおざっ

ぱに把握したり、学会で、参加する発表ブー

スを選ぶ手がかりとします。執筆者の腕の見

せ所です。完成の前に考えます。 

 

【はじめに】               
なぜあなたが、その研究を始めたのかを簡

潔にまとめます。理論と現実の矛盾点や疑

問を書くとよいでしょう。 

 

  ★今、できること★ 

  今、まさにあなたが考えていること 

  をまとめればよいです。総合で行っ 

  ている活動のワークシートに、今、 

  あなたが課題設定に苦労している 

  姿を、記録するようにします。 

 

【先行研究】              
これまで、なんという名前の研究者がどん

なことを述べているかを簡潔にまとめます。

数名の意見を掲載したいところです。 

 

  ★今、できること★ 

  新聞、新書、資料集、講義動画のど 

  れもが「文献」として活用できます。 

  特に新書読書では、気になるペー 

  ジに印をつけておきましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  論文の最後には「引用文献・参考文献」 

  の項目があります。その文献のページ 

  も明記することが原則ですから、ただ 

  読むだけではなく、ページもしっかりメ 

  モしておきましょう！ 

 

【リサーチ・クエスチョン（ＲＱ）】     
分野にもよりますが、多くの場合、あなたが追

及したい課題を解決するべく、「疑問」をいく

つかの疑問文にまとめます。 

 

      あなたのテーマ 

   

 

   ＲＱ１   ＲＱ２   ＲＱ３ 4 

筆者の考えを端的にまとめます。また、かっこ内に

著者の名前と文献の発行年号を明記します。 

中間考査 ７ 月 １３ 日 スタート！ 

 

 

●特集● 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 探究学習の 「今できること」 のまとめ 
 
 １． 今、あなたが疑問を出そうと苦労している姿を、活動を通して、ワークシートに反映させましょう。 
   ☞ 論文の「はじめに」を執筆する準備となります 

 

 ２． 特に、考査後、行われる新書読書で、興味のある新書や、思い切って関連のない新書に挑戦してみましょう。 
   ☞ その内容をメモし、該当ページも記録しましょう。「はじめに」と「参考文献」の準備となります。 

 

 ３． 例えば数学の証明や、理科の実験レポートを意識的に見てみましょう。 
   ☞ 「何を行えば、何を証明したことになるか」といった点への意識を高めることで、論文の構成を考える基礎となります。 

 

 

 

【調査の対象とその方法】     
実験や調査をする場合は、その被験者が

だれなのか。そして、いつ、どのような方

法で行ったのかを簡単にまとめます。ス

ペースがあれば調査用紙なども掲載す

るとわかりやすくなります。 

 

  ★今、できること★ 

  まさしく、数学の世界です。それを解 

  決するにはどんな方法を、どんな手 

  順で、調査を行えばよいのかを、ふ 

  とした時間を利用して考えてみまし 

  ょう。最近、「どんな実験をすればよ 

  いか、記述せよ」といった入試問題   

  もみられるようになりました。 

 

 

 

【調査結果】                
調査や実験の結果を淡々と書きます。ま

た先ほど設定したリサーチクエスチョンの

答え（回答）を書きます。 

 

【考察】                 
調査結果から読み取れることや、反省

点、課題点を記述します。特に課題点を

書くことは勇気がいりますが、その一方

で、他の研究者にとっても有益な情報と

なります。 

 

【結論】                 
自分なりに研究の結論を述べます。また

繰り返しになりますが、「今後の課題」も見

りこむとよい論文（研究）になります。今

後、自分が取り組みたいことも書いてみ

ましょう。 

 

【引用文献 ・ 参考文献】                
引用文献や参考文献一覧は、論文で一

番大切なところです。本文で言及した文

献はすべて盛り込みます。あなたの論文

を読んだ人が、このリストをもとに、さらに

研究を続けることもあります。この例では

２ページの記事で７冊の文献を引用した

ことになります。 

 

  ★今、できること★ 

  まずは新書読書から！ 気になっ 

  たページとその内容を簡単にメモし 

  ておきましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

  論文の最後には「参考文献」の項目 

  があります。その文献のページも    

  明記することが原則ですから、ペー 

  ジもしっかり記録してください。 

 

 

【リサーチ・クエスチョン（ＲＱ）】 
分野にもよりますが、多くの場合、あなた

が追及したい課題を解決するべく、「疑

問」をいくつかの疑問文にまとめます。 

 

 

 

仮にあなたが私のこ
の文章を引用する場
合は、「水戸, 2013 に
よると」 などという
言い方をします。 

●特集● 探究活動の「予稿集」を見てみよう 

（注意） 
インターネット記事
のコピペは厳禁！ 


